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労

働
組
合
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動

近
況  ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ no.21

●ＩＭＦ（国際金属労連）
書記次長

鎌田 普 かまだ・ひろし

７２年ＩＭＦ－ＪＣに入局。調
査局で国際金属労組の賃金・
労働条件比較を担当。７５年Ｉ
ＭＦ本部へ派遣。特別企画部
長をはじめ、自動車、航空宇
宙、電機電子、事務技術職な
ど各種産業担当部長を歴任。
９５年ＩＭＦシニア・エグゼク
ティブ・オフィサー（ＳＥＯ）
に就任し、地域組織機構、地
域事務所、財政、人事、総務
を担当。０５年６月にＩＭＦ書
記次長に就任（現）。

は
じ
め
に

現
在
タ
イ
に
は
、
13
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
、

21
の
全
国
組
織
、
１
３
０
０
の
個
別
組
織
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。
組
織
率
は
、
非
常
に
低
く
、
２
・

５
│
３
％
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
13
に
の

ぼ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
内
、
組
織
と
し
て

実
際
に
機
能
し
て
い
る
も
の
は
、
数
少
な
い
と
言

わ
れ
、
タ
イ
労
働
運
動
の
混
迷
振
り
が
現
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
織

で
あ
る
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
を
通
し
て
タ
イ
の
労
働
運
動
の

問
題
点
と
可
能
性
を
見
て
み
た
い
。

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
概
況

タ
イ
電
機
・
電
子
・
自
動
車
・
金
属
労
働
組
合

総
連
合
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
）
は
、
１
９
９
９
年
、
１
万

５
千
人
の
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
、
２
０
０
１
年

Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
加
盟
（
※
注
１
）。
現
在
そ
の
構
成
組
織
は
、

タ
イ
自
動
車
労
連
（
Ｔ
Ａ
Ｗ
＝
２
万
８
千
人
）、

タ
イ
電
機
・
電
子
機
器
労
連
（
Ｔ
Ｅ
Ｅ
＝
２
万
２

千
人
）、
タ
イ
金
属
労
連
（
Ｔ
Ｍ
Ｆ
＝
１
５
０
０

人
）、
タ
イ
合
金
労
連
（
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｆ
＝
２
５
０
０

人
）
で
あ
り
、
２
０
０
６
年
12
月
末
現
在
の
組
織

人
員
は
、
５
万
５
千
名
で
あ
る
。
タ
イ
に
お
け
る

金
属
労
働
者
数
は
、
約
50
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
は
、
金
属
労
働
者
の
11
％
を
組
織
化
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
は
組
織
化
に
格

段
の
成
功
を
収
め
た
と
言
え
よ
う
。
以
下
に
、
こ

の
組
織
人
員
の
飛
躍
的
増
加
を
も
た
ら
し
た
要
因

に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

組
織
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
を
果
た
し
た
翌
年
の

２
０
０
２
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
加
盟
組
織
（
※
注
２
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｋ
（
※
注
３
）
と
共
同
で
「
タ
イ
金
属
労

働
者
の
組
織
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
目
的
は
、

第
１
に
金
属
労
働
者
の
組
織
化
を
図
る
事
、
第
２

に
組
織
化
さ
れ
た
労
働
者
の
質
を
高
め
る
事
で
あ

っ
た
。
２
０
０
２
年
に
開
始
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
２
０
０
５
年
終
了
し
た
が
、
組
織
人
員
が

２
万
９
千
人
か
ら
４
万
８
千
人
に
増
加
し
た
事
か

ら
、
そ
の
所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
言
っ
て

よ
か
ろ
う
。

組
織
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
応
の
成
功
を
収

タ
イ
の
自
動
車
工
場
で
働
く
労
働
者
（
バ
ン
コ
ク
）

め
、
終
了
し
た
後
を
受
け
、
２
０
０
６
年
、
上
記

の
組
織
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
組
織
を
も
っ
て

「
組
織
機
構
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
げ

ら
れ
た
。
こ
の
組
織
機
構
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

２
０
０
２
│
２
０
０
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
を

評
価
す
る
中
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
若
干

長
く
な
る
が
最
終
年
度
に
当
た
る
２
０
０
５
年
の

評
価
の
内
容
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

組
織
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
　

ト
の
評
価

「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
組
織
人
員
は
増
加
し
た
が
、
加

盟
組
合
は
、
依
然
と
し
て
企
業
別
シ
ス
テ
ム
を
基

本
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
企
業
別
組
合
は
、
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
傘
下
の
４
労
連
の
い
ず
れ
か
に
加
盟
し
、
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。
企
業
段
階
で
徴
収

さ
れ
た
組
合
費
は
、
そ
の
大
部
分
が
企
業
別
組
合

段
階
に
と
ど
め
お
か
れ
、
小
額
が
加
盟
４
労
連
を

通
し
て
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
に
支
払
わ
れ
る
。（
評
価
会
議
）

参
加
者
全
員
が
こ
の
こ
と
を
現
在
の
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
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の
組
織
機
構
の
見
直
し
に
関
す
る
検
討
が
加
え
ら

れ
た
。
結
果
、
昨
年
12
月
開
催
の
総
会
で
は
、
大

要
以
下
が
確
認
さ
れ
た
。

●
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
に
よ
る
全
国
組
織
の
立
ち
上
げ
（
※
注

４
）
‥
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
は
４
つ
の
異
業
種
に
ま
た
が
っ

た
組
織
な
の
で
、
全
国
組
織
と
し
て
登
録
す
る
事

が
可
能
。

●
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
執
行
部
の
改
組
（
※
注
５
）
‥
会
長

（
１
名
）、
副
会
長
（
３
名
）、
事
務
局
長
（
１
名
）

か
ら
な
る
執
行
委
員
会
を
組
織
す
る
。

●
会
費
値
上
げ
‥
初
期
加
盟
金
を
５
０
０
か
ら
千

バ
ー
ツ
へ
。
通
常
加
盟
費
を
１
人
・
年
２
バ
ー
ツ

か
ら
１
人
・
１
月
当
た
り
１
バ
ー
ツ
へ
値
上
げ

（
※
注
６
）。
４
年
後
見
直
し
を
行
う
。

●
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
執
行
部
任
期
の
延
長
‥
２
年
か
ら
４

年
へ
の
延
長
（
※
注
７
）。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
昨
年
12
月
に
開
催
さ

れ
た
総
会
決
定
は
、
一
見
改
革
的
で
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
の
組
織
基
盤
は
、
相
変
わ
ら
ず
脆
弱
で
あ

る
事
に
変
わ
り
は
な
い
。
執
行
部
、
そ
し
て
そ
れ

を
支
え
る
事
務
局
体
制
に
専
従
は
皆
無
。
そ
の
事

務
所
も
Ｔ
Ａ
Ｗ
の
事
務
所
に
（
※
注
８
）
間
借
り
し

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
加
盟
費

は
、
規
約
上
は
６
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
の
財
政
状
況
が
一
気
に
改
善
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
収
入
面
か
ら
推
測
す
る
と
企
業
別
組

合
枠
外
の
活
動
は
、
引
き
続
き
外
部
資
金
、
外
部

援
助
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ

の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
外
部
資
金
・
援
助
の

停
止
が
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
し
て
の
活
動
停
止
を
意
味

す
る
。
し
た
が
っ
て
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
が
真
に
独
立
し
た

組
織
と
な
る
た
め
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
に

（注１）IMFタイ協議会（IMF-TC）は、加盟費不払いにより2001年除名された。
（注２）フィンランド金属労組、フィンランド職業エンジニア労組の2組織。
（注３）SASK（英文名称：Trade Union Solidarity Centre of Finland）は、フィンラ　

ンドの２ナショナルセンターとその加盟組合により1986年設立された。SASKは、
その使命を労働組合の強化においている。

（注４）全国組織が、金属労組の横断的な組織を目指したものなのか、所謂ナショナルセ
ンター結成を目指したものなのかは、今ひとつ明らかではなかった。

（注５）実際は、総会時でTEAMを構成する4組織の代表が選出され、その後約1ヶ月かけ
て内部議論を行い、互選で会長が選出された。4人の正・副会長の決定により、
事務局長が指名され、5名による執行委員会が構成された。事務局長は、組織外
でも可とされたが、組織内に落ち着いた。

（注６）5千人以上の単組には軽減措置が講じられ、１人月当たり0.5バーツ。
（注７）総会後開かれた執行委員による話し合いで2年任期に逆戻りしたといわれている。
（注８）TAWの事務所も外部の資金援助を仰いでいる。

組
織
機
構
の
主
要
な
欠
点
で
あ
る
と
確
認
し
た
。

２
０
０
５
年
、
２
度
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
評
価

会
議
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
論
議
、
確
認
し
、

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
を
全
国
組
織
に
再
構
築
す
る
必
要
性
を

確
認
し
た
。
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
が
真
に
独
立
し
た
組
織
と

な
る
た
め
に
は
、
そ
の
組
織
を
全
国
組
織
に
再
構

築
し
、
全
国
段
階
で
の
組
合
費
徴
収
を
改
善
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
合
員
数
の
増
加
の
み
を
も

っ
て
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
を
強
化
す
る
の
は
不
十
分
で
あ

り
、
指
導
者
、
組
織
機
構
、
組
織
運
営
、
財
政
な

ど
の
問
題
が
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
強
化
の
た
め
、
分
析
さ
れ
、

改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
総
会

上
記
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
２
０
０
６
年
12
月

10
日
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
総
会
が
バ
ン
コ
ク
郊
外
で
開
か
れ

た
。
大
会
冒
頭
挨
拶
に
た
っ
た
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ

レ
ン
タ
ッ
キ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書
記
長
は
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
組

合
員
数
が
５
万
５
千
人
に
達
し
た
事
に
賛
辞
を
贈

る
と
共
に
、
更
な
る
組
織
拡
大
の
可
能
性
に
も
言

及
し
、
次
回
総
会
ま
で
に
組
織
人
員
を
10
万
名
に

増
や
す
事
を
目
標
に
組
織
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

て
欲
し
い
と
述
べ
る
と
共
に
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
政

治
・
組
織
機
構
を
真
に
労
働
者
を
代
表
す
る
全
国

組
織
に
改
組
し
て
欲
し
い
、
と
述
べ
た
。

組
織
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

組
織
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
年
度
に
あ
た
る
２

０
０
６
年
中
、
８
つ
の
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
主
と
し
て
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
組
織
の
再
構
築
と
財

政
基
盤
の
確
立
が
必
須
用
件
と
な
ろ
う
。

組
織
化
の
可
能
性
と

連
帯
支
援

最
近
の
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
調
査
は
、
バ
ン
コ
ク
近

郊
で
５
０
０
社
を
上
回
る
自
動
車
部
品
企
業
を

確
認
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
設
立
さ
れ
た
バ
ン
コ
ク
近
隣
の
主
要

工
業
地
域
・
県
に
設
立
さ
れ
た
「
組
織
化
委
員

会
」
の
積
極
的
な
活
動
に
よ
り
、
組
織
化
の
裾

野
が
大
企
業
か
ら
部
品
製
造
中
小
企
業
へ
と
広

が
っ
て
い
く
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
。
10
万
組

織
の
達
成
も
視
野
に
入
る
。
ま
た
、
例
え
ば
タ

イ
北
部
の
チ
ェ
ン
マ
イ
に
近
い
ラ
ン
プ
ー
ン
に

は
、
タ
イ
北
部
の
経
済
発
展
と
労
働
力
吸
収
を

目
指
し
た
「
北
部
地
域
工
業
団
地
」
が
あ
る
が
、

首
都
バ
ン
コ
ク
か
ら
距
離
的
に
離
れ
て
い
る
た

め
、
組
織
化
は
全
く
手
付
か
ず
の
状
態
に
あ
る
。

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
が
首
都
圏
組
織
か
ら
、
全
国
組
織
へ

と
展
開
す
る
事
が
で
き
れ
ば
、
組
織
拡
大
の
可

能
性
は
大
き
く
広
が
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
は
、
数
多

く
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
多
く
の
可
能
性
を
秘

め
た
組
織
だ
と
言
え
よ
う
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
加
盟
組

合
と
協
力
の
下
、
組
織
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
と
共
同
で
進
め
て
行
き
た
い
。
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
、
日
系
企
業
の
組
織
で
あ

る
。
日
本
か
ら
の
支
援
が
、
企
業
労
組
の
枠
を
超

え
、
タ
イ
金
属
労
働
組
合
運
動
の
強
化
に
つ
な
が

る
よ
う
に
な
さ
れ
る
事
を
期
待
し
た
い
。

（
２
０
０
７
年
２
月
４
日
、M

eyrin

に
て
）


